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昨
年
に
申
請
し
て
い
た
だ
い

た
口
座
に
、
障
害
者
見
舞
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

対
象
者　
令
和
元
年
12
月
１
日

現
在
、
３
カ
月
以
上
市
内
に

住
民
登
録
の
あ
る
障
が
い
者

（
児
）
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
～
４
級
、
療
育
手
帳
、
有

効
期
限
内
の
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人

支
給
額　
５
０
０
０
円

支
給
日　
12
月
20
日
（
金
）

※
平
成
30
年
12
月
1
日
以
降
に

手
帳
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は

口
座
振
込
申
込
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。未
提
出
の
人
は
、

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い

　
住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
を

取
り
壊
し
た
と
き
は
、
忘
れ
ず

に
取
り
壊
し
た
年
の
年
末
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現

在
に
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家

屋
を
対
象
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

登
記
建
物　
法
務
局
で
滅
失
登

記
を
す
る
と
、
法
務
局
か
ら

市
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

未
登
記
建
物　
家
屋
滅
失
届
を

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

障害者（児）見舞金の支給
支給日：12月 20日（金）

お知
らせ

問福祉課☎ 43-5216

家屋を取り壊したときは
手続きが必要です

お知
らせ

問税務課☎ 43-5213

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
市
町
村
長
が
地
域
住

民
の
中
か
ら
推
薦
し
ま
す
。
市
内

で
は
９
人
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て

お
り
、人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
、

人
権
の
考
え
を
広
め
る
た
め
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
10
月
17
日
、

神
戸
地
方
法
務
局
洲
本
支
局
で
、

壽す
だ
に谷
幸
司
支
局
長
か
ら
10
月
１
日

付
で
人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し
た

前
川
和
也
さ
ん
（
榎
列
）
に
法
務

大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
前
川
さ
ん
の
任
期
は
令

和
４
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
30
日
で
退
任
し
た

人権擁護委員に委嘱状・
感謝状を贈呈

問市民協働課☎43-5244

お知
らせ

　
（
公
財
）
兵
庫
県
住
宅
再
建

共
済
基
金
に
よ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
共
済
の
出
前
受
付
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
掛
金
は
年
間
最
大

６
５
０
０
円
（
一
部
損
壊
特
約

含
む
）
で
、
す
べ
て
の
自
然
災

害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

日
時　
❶
12
月
６
日
（
金
）
午

前
９
時
～
正
午
❷
12
月
10
日

（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正

午
場
所　
❶
市
役
所
本
館
１
階
ロ

ビ
ー
❷
沼
島
総
合
セ
ン
タ
ー

※
申
込
に
は
銀
行
の
届
出
印
お

よ
び
口
座
番
号
が
必
要
（
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

フェニックス共済（住宅再建
共済）の出前受付

お知
らせ

問危機管理課☎ 43-5203

山
﨑
昌
広
さ
ん
（
榎
列
）
は
、
在

任
中
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

（左から）壽谷支局長、山﨑さん、松坂壽仁洲本人権擁護
委員協議会長、前川さん

▲キャラクター（案）
　のシルエット

　
南
あ
わ
じ
市
歴
史
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
で
は
、

松
帆
銅
鐸
を
よ
り
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制

作
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
に
あ
た

り
、
デ
ザ
イ
ン
・
活
用
方
法
を

考
え
る
委
員
会
を
開
き
ま
す
の
で
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
詳

細
決
定
に
携
わ
り
た
い
」「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ
ズ
展
開
を
し
た

い
」「
松
帆
銅
鐸
と一緒
に
お
店
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
な
ど
、
興
味
が
あ

松帆銅鐸公式
キャラクター制作委員会お知

らせ
問社会教育課☎43-5232

る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
16
日
（
月
）

　
午
後
７
時
～

場
所　
市
役
所
第
２
別
館
第
５
会

議
室

内
容　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
詳
細
デ
ザ

イ
ン
、
広
報
、
グ
ッ
ズ
展
開

　
10
月
よ
り
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金

に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
対
象
者

へ
ご
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
12
月
中
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。（
手
続
き
が
遅
く
な
る
と
支

給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

対
象
者

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
で
、
次
の
❶
～
❸
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
人
。
❶
65
歳

　
日
本
年
金
機
構
で
は
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
人
に
対
し

て
、
電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問
で
、

納
付
や
免
除
等
の
申
請
手
続
き
の

ご
案
内
を
、
次
の
民
間
事
業
者
へ

委
託
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
訪
問
員
に
よ
る
収
納
業

務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
現

金
の
預
か
り
や
銀
行
口
座
を
指
定

し
て
振
込
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
民
間
事
業
者

　
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
０
０
・
６
０
０
０
６
０
０

以
上
❷
世
帯
員
全
員
が
市
町
村

民
税
非
課
税
❸
年
金
収
入
額

と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約

88
万
円
以
下

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
前

年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
の
人

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２

　
明
石
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

年金生活者支援給付金の
ご案内

民間事業者による
国民年金保険料のご案内

問総合窓口センター☎ 43-5212問総合窓口センター☎ 43-5212

お知
らせ

お知
らせ

　ふるさと納税による寄附金は、子育て支援・福祉・
教育などに活用されます。市民の皆さまが、市外のご
友人・知人に「南あわじ市へのふるさと納税をお願い
します」とお伝えいただくことが、市民サービスの向
上につながります。
※ふるさと納税について、詳しくはお問合せください
問ふるさと創生課つながり開発室☎ 43-5251

ふるさと納税のＰＲにご協力ください

　

市
内
の
各
小
中
学
校
で
、
県
教
育

委
員
会
の
指
導
に
よ
り
、
週
１
回
の

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」（
教
職
員
定
時

退
勤
日
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
中
学
校
で
は
「
ノ
ー
部
活

デ
ー
」
も
実
施
し
ま
す
。

　
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
の
実
施
に
よ

り
、
教
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
教
職
員
が
精

神
的
な
ゆ
と
り
を
持
ち
、
一人
ひ
と

り
の
児
童
生
徒
に
よ
り
多
く
向
き
合

う
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

学校も「ノー残業デー・
ノー部活デー」実施中

お知
らせ

問学校教育課☎ 43-5231


